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序

本市は、奈良 ・平安時代に東北地方の政治、経済、文化の中

心地として栄えた「多賀城」を有し、 と文化をはぐくむうるお

いのあるまちとづくりを目ざして努力しています。特別史跡多

賀城跡は、毎年整備、復元が行なわれ、四季おりおりに美しく

姿を変化させ、見るものの目を楽しませるとともに、市民のい

こいの場ともなっています。このように、史跡のまちとして内

外に誇れることができますのお、ひとえに市民の皆さんの文化

財行政に対する御理解と、史跡を愛する地元の方々の御協力の

たまものと思っております。

さて、今回の高崎遺跡の調査は、都市計画街路の建設に伴な

う事前調査として、市都市計画課から調査依頼を受けて実施し

たものです。調査は2ヶ年計画の予定であり、今年度はその1

年目として、対象地域の東半部を発掘調査し、これと合わせて

西半部の遺構の所在確認、も行ないました。調査の結果、平安時

代の掘立柱建物跡や竪穴住居跡、溝跡などが発見され、多賀城

跡周辺地域を調査、研究するうえで、貴重な成果をあげること

ができました。

ここに、調査の成果を報告するにあたり、調査に御協力下さ

った関係各位に対して感謝を申し上げますとともに、本書が学

校教育や社会教育などの場において、多賀城市の歴史を考える

資料の1っとして活用されますれば幸いに存じます。

昭和61年 3月

多賀城市教育委員会

教育長 玉 轟 誼



例
1、本容は、都市計画街路 (高崎大代線外1線)建設工事に伴ない実施した「高崎遺跡発掘調

査」の結果をまとめたものである。

2、調査区は、 「高崎遺跡J に包蔵されている多賀城市高崎字弁戸尻(高崎二丁目)に位置し、

rT S-1 ZJの略号を用いて記録している。

3、本文の執筆は、文化財保護係職員が分担して行ない、編集は、石本敬、千葉孝弥、相沢

滑利が担当した。

4、本容の作成にあたっては、次の者が携わった。

滝口裕子、我饗悦子、柏倉霜代、須恵美智子、熊谷純子、黒田啓チ

5、調査及び遺物の整理においては、下記の方々に御助言、御協力を賜った。

岡村道雄、佐藤和彦(東北歴史資料館)、進藤秋輝、白鳥良一、高野芳宏、古川雅清、

丹羽 茂、後藤秀一(宮城県多賀城跡調査研究所)、鎌田俊昭(多賀城市文化財保護委

員)、及川 格(仙台市教育委員会)、柳沢和明、須田良平 (東北大学)

6、調査区の実測基準線は、国家座標の方向をとっている。

7、本書中の土層の色調については、 r新版標準土色帖J (小山 ・竹原:1976)を使用した。

8、調査、整理に関する諸記録及び出土遺物は、多賀城市教育委員会が一括保存している。

調 査 要 項
1、遺跡所在地:宮城県多賀城市高崎2丁巨47-2 -94-3 

2、調査期間:昭和60年9月9日-11月30日

3、調査面積:800ni (対象面積6，400ni) 

4、調査主体者多賀城市教育委員会教育長玉品誼

5、調査担 当:多賀城市教育委員会社会教育謀文化財保識係

社会教育課長 柳原邦男 主 事 柏原靖史

文化財保護係長高倉敏明 嘱 託 千葉孝弥、相沢清利

技 師 滝口卓、石川俊英、 石本敬

6、調査協力者多賀城市都市計画謀、東北歴史資料館、宮城県多賀城跡調査研究所

7、調査参加者:赤間かつ子、阿部敏子、阿部トシ子、阿部奨智子、阿部美津子、阿部米子、

猪俣敏子、遠藤一代、小野玉乃、加藤文一、熊谷きみ江、熊谷好子、黒崎

庸治、後藤はつみ、桜井三千夫、桜井栄子、佐々木四郎、佐藤たま子、佐藤

節子、下道博信、鈴木勤、菅原絹代、高野敏子、千葉享一、角田静子、鶴巻

まき子、早坂ゑみ子、渡辺国恵、渡辺ゆき子、本出ノブ子
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I 遺跡の地理的 ・歴史的環境

高崎遺跡1;1:、多賀雄市のほぼ中央に位置し、留ヶ谷、高崎地区を中心とする東西約1.2km、

南北約1kmにわたる広範囲な遺跡である。本市は近年仙台市の近郊都市としての発達かつ苦しく、

遺跡の大半は既に開発され宅地化されている。

本遺跡の地理的な環境についてみると、松島丘陵から派生した標高50-100mの丘陵は、塩

釜、手IJ府方面から南西方向に大きく張り出し、その周辺にとりついて低丘陵が延びてきている。

本遺跡は、このような標高20-50mの低丘陵の南端に位置している。この付近の低丘陵は、大

きく V字状に聞く谷をつつむ形をなし、いずれも溺れ谷地形を示しており、大小の谷聞か被雑

に入り込んでいる。今回の調査地点は、丘陵北側斜面と平坦部で、沖積地との比高差は2-4

mである。

この低丘陵上には、旧石器時代、古墳時代~近世までの遺跡が分布している。旧石器時代の

遺跡としては志引遺跡があり、古墳時代では本調査区の北側に隣接する丸山囲古墳群と東北学

院大学工学部の敷地内に所在する稲荷殿古墳がある。奈良 ・平安時代の遺跡としては、本遺跡

に取り囲まれるような形で多賀城廃寺跡があり、さらに北西約1.2kmlこは、陵奥国府として栄

えた多賀城跡が所在している。中世の館跡とみられている遺跡としては、東田中窪前遺跡、志

引遺跡、桜弁館跡があり、いずれも丘陵南端部に位置している。また、この付近一帯は、数多

くの板碑が所在するところとしても知られている。一方、本遺跡の西側一帯に広がる沖積地に

は、市川橋、山玉、新田の各遺跡が分布している。

次に、これまでに実施された本遺跡における発掘調査についてみると、昭和41年に行なわれ

た丸山囲古墳群南方の調査では、古代の建物跡や井戸跡等が発見されている(駐1)。昭和55年

には、本調査区北側の丘陵西側斜面部を調査し、平安時代の掘立柱建物跡、合口誕棺を検出し

ている(註2)。また、昭和60年の留ヶ谷地区の調査では、近世の土塁とそれに伴なう溝跡を検

出している。なお、本調査区南方の今村邸からは、昭和47年に土師器と須恵系土器の杯が重な

った状態で発見され、およそ 640個体の土器が出土している(註3)。

E 調査に至る経緯

都市計画街路高崎大代線は、多賀城市高崎字井戸尻 (高崎二丁目)を起点とし、鶴ケ谷字舟

塚 (丸山一丁目)を終点とする延長約2，300m、幅員16mで計画され、昭和41年3月3日に決定

されている。本計画街路の事業若手は昭和49年度に始まり、路線の一部は既に改良工事が行な

われていた。

本計画街路は、高崎遺跡が所在する多賀城廃寺跡南西部の丘陵北側裾部を通過するため、早

1 



くから都市計画課と事前協議を行なってきた。街路工事は、昭和58年度以降に急速に進むこと

が予想されたため、工事に先行して昭和60年度から発掘調査に着手する計画で遺跡内の路線の

検討を行なった。現地踏査等の結果、丘陵部の一部は住宅建築等のため既に削平されていたが、

丘陵東側部分は平坦部分を有し、西側は丘陵緩斜面と僅かな平坦面をもつことから、 遺構が

存在する可能性が考えられた。

以上のことから、発掘調査は遺跡内延長400mを対象とし、初年度は東側平坦部分の調査と

遺構の所在確認に主眼を置いた調査を行ない、本格的な調査は次年度以降に実施することを都

市計画課と確認した。
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国 調査方法と経過

発掘調査は、都市計画街路の路線敷にかかる約6，400rriを対象として実施した。路線は東西方

向に延び、緩やかに南側ヘカーブするため、国家座標のX:ー189，500. OOOmを基準線とし、北

側のY: 14，200.000--14，350.000mをI区、Y: 14，350. 000--14，500. OOOmをE区、 Y: 14，5 

00.∞Omより東側を田区とし、 X: -189， 500. OOOmの南側Y: 14，200.∞0--14，350.∞OmをN
区とした。さらに各区を一辺3mのグリットで区画し、南北方向をアルファペシト(Aa、Ab、

Ac...Ay、Ba...Bw、Bx、By)、東西方向を東側からアラビア数字 (01、02、03…48、49、50)で

表わした。

なお、調査にあたっては、その目的に遺構の所存確認という性格も含むことから、調査対象

地域に任意にトレンチを設定した。そのため調査の便宜上、掘り込み箇所に東側から A地区、

B地区、 C地区と 3つの地区名をつけた。これらは、調査区のほぼ中央部を南北方向に走る市

道 (II区42ライン)を境として、その東側の平坦部と緩斜面を A地区、西側の平坦部を B地区

とし、さらにその西側の丘陵部を C地区とした。以下の記述には、この地区名を使用すること

にする。

調査は、昭和60年9月9日よ り開始し、まず各地区の基準点の設置を行なう。また、A地区

に移転した家屋の基礎が残っていたため、パッ クホーで撤去作業を行なう。 その後、 調査対象

地域の遺構の分布状況を確認するため、各地区にトレンチを設定し、 B地区より調査を開始す

る (9月19日)0B地区においては、丘陵の裾部付近より溝跡、土拡等を検出する。 10月4日よ

りA地区の調査を開始し、表土剥離、遺構検出作業を行ない、講跡、土拡等.を検出する。 10月

14日より C地区の遺繍在認調査を開始する。 B地区においては、写真f掛3及びセ クション図作

成、平面図作成を行ない調査を終了する。 C地区においては、竪穴住居跡、土拡等を検出し、

写真撮影及びセクショ ン図作成、平面図作成を行なう。実測図終了後、遺構の霊按関係につい

て再度検討を行ない調査を終了する(11月5日)0A地区においては、検出した遺構の掘り込み

調査を行ない、中央部に残した東西ベルトのセクション図作成を行なう。遺構の調査カf終了し

た後、全景写真を撮影し、平面図作成を行なう (11月9日)。東側傾斜面において、最終遺構面

の調査を行ない、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、柱列跡を検出し、掘り込み調査を行なう (11月

15日)。これらの写真撮影及び平面図作成を行ない、すべての調査を終了する (11月30日)。
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〈地形と基本層位〉 /. z 
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A地区の地形は、大きく東

降し、そこには第II-N層が

地山の傾斜面に沿って堆積し

ている。第E層は暗褐色シJレ

傾斜面は、南東方向に強く下

分けることができる。東側の

側の傾斜面と西側の平坦面に
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西側の平坦面は、以前家屋が立

ち並んでいた所で削平及び感土が頻

代のもので、ぞれ以降のもの

繁に行なわれており 、第I層(表土)
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の落ちが認められ、それは沖積地へと移行している。また、 B地区との境付近では、 一部で岩

盤が露出しており、起伏のある複雑な地形をものがたっている。

〈発見遺構と遺物〉

調査区の東側傾斜面と西側平坦面で、掘立柱建物跡1棟、柱列跡l条、竪穴住居跡1軒、溝

跡14条、土拡6基、多数の小柱穴を検出した。

之『哩::::::::コι+ー

{第3図のI事iJliml)

。 3m 

土層堆積妻賢

A 

層住 主 色 副司 考 A首位 土 色 鍋 事聖

縫 IA土 SK06 

1 I ~青 銅 色(lOYRX) ~土 灰 貧1.¥l色(lOYRX)1'7ンガンと池山訟を書公に含む.

E . IJ.\~色土(lOYR~)が混じる。 S 101 

m 線 ro 色(I0YRX) 遺物を多〈倉台。 a 灰 黄色(2.5YX) 貼りfI1 マンガンと地山塊を多量に含む.

W にぷい~~色(I0YRX) 硬<l.まりあり .7ンガンを含むe b I (こぷい貧役色(lOYRJi) . 上lIfより総子市制〈吻it• 
7 遺精 c 灰 臼 色 (2.5CYX) . d.lより住子が組〈妙が混じる. 
1曳 貨 色 (5Y Ji) is I:I) (tの~いI鹿山に近い土が主体。 d 灰 白色(lOYRJO fj) ~ .lttlJプロックを含む.

第4図 A地区東側遺構配置図(2)
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掘立柱建物跡、‘，，，1
 
(
 

東側傾斜面の地山上で検出した南北3問、東西4聞の東西棟掘立柱建S 801掘立柱建物跡

物跡である。柱穴は、調査区外へ延びる南西隅のものを除いてすべて検出しており、柱痕跡も

S 101・02住居跡と重複しており、それらより古い。本建物跡の方向は、北側確認している。

l
l
m
・8
0ヨ

3m 

一一5.氏問m

E
ヌ
M
U・
的

1
1

5801実測図第5図

ー-5.氏JOm
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柱列でみると点で36度20分北に偏している。次に柱問についてみると、桁行は北側柱列が西よ

り1.58m. 1.51m . 1.58m . 1.72mで総長6.38m、南側柱列が西より(1間分不明) ・1.79m・

1.39m . (1間分不明)で総長については不明である。一方、梁行は東饗が北より1.45m. 1.29 

m . (1間分不明)、西安が北より1.30m・1.13m. (1間分不明)で総長についてはいずれも

不明であるが、*要でみると約4.0mと推定される。各柱穴は、基盤の傾斜に沿って東側のも

のほど深くなっており、北西隅の柱穴と南東隅の柱穴の底面の比高差は約0.8mである。柱穴

平面形は、大部分が方形を呈し、 50cm四方のものから33cmX37cmのものまである。壁は、 I~ぽ

垂直に掘り込んだものが多いが、段掘りしているものもある。掘り万埋土は、地山粒を多く含

んだ灰賞補色シJレ卜ゃにぷい黄控色シJレトであり 、互層に埋めているものもある。柱は、柱痕

跡より径10-15cmと推定できる。遺物は、柱痕跡埋土や掘り方埋土より土師器裂の小片が若干出

土している。

(2)柱列跡

SAOl柱列跡 東側傾斜面の地山上で検出した東西5間の柱列跡である。S801建物跡の北

側柱列の南側にあり、これと方向をほぼ閉じにしている。 S101住居跡と重複し、これより古

い。また、 SB01建物跡とも重複しているが、相互の柱穴に直接の切り合いがないため、新旧

関係は不明である。柱痕跡は確認できなかったので、その中心で柱聞をみると、西より約1.0

m'約1.4m・約1.7m・約1.9m .約 1.2mで総長は約7.1mである。埋土はS801建物跡

のそれと非常に近似している。

(3) 竪穴住居跡

5 101竪穴住居跡 東側傾斜面の地山上で検出した竪穴住居跡である。南西隅が調査区外へ

延びているため、全体を検出してはいない。後世の溝等によって大きく破濃されており、また

検出した時点で既に床面が露出していたなど残存状況は良好ではない。 S801建物跡、 SA01 

柱列跡と霊視し、これらより新しい。平面形は長方形を呈し、規模は北辺が約3.8m、東辺が

約2.9mである。方向は、北辺で計ると東で23度北に偏している。構築に際しでは、基盤の傾

斜に沿って全体を掘り下げ、その後床を貼っている。貼り床は、地山粒を多く含む灰黄色シル

トやにぷい黄程色シルトで全体に及んでいる。厚さは18-25cmである。このうち北東隅から東

辺、南辺の壁際には、焼土

や炭化物を多く合む上が使

われている。床面は削平さ

れているため明確ではない

外蔚調皇室 内面調鐙

ロクロナデ ロクロナデ

第6図 S I 01出土遺物

o 5聞
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JII!山絞が混じるo 11 4 11表質泌色(lOYRM)
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第7図 5101実測図
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が、床の貼り方からみれば若干西より東へ傾斜していた可能性も考えられる。カマドは、東辺

の北東隅に付設されているが、焼土や炭化物が充填する浅いくぼみとなってわずかに痕跡をと

どめているにすぎない。周溝は北辺と西辺で検出しており、北辺のものは北東隅で止ま ってい

る。幅9-24cm、深さ約18cmで、断面形はゆるやかなU字形を呈 している。周溝埋土は粘性の

ある灰白色シルトで、地山の小フ.ロックを含んで、いるが下層は非常に均質である。床面上では

これらを本住居多くの柱穴を検出しており、住居跡の外側にはほとんど存在しないことから、

跡に伴なう柱穴とみることも可能で、あるが、明確な配置はとらえ られなかった。遺物は少なく、

須恵器杯、土製支脚等が出土したにすぎない。第6図2は須恵器杯の破片資料である。周溝埋

土より出土している。第6図1は土製支脚の脚部と考えられるものである。外面はヨコナデ等

の調整を一切行なわず

~}， 
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" ¥¥ 
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。 炭化物を含む。
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D一一4.600m

備考

マンガン、t色111殺を含む。
。

7ンガン、JtI!山粧を$<含tゐ
地UJ紋、炭化物を合(，.。
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西に偏している。床は、北西隅を除くほぼ全面に貼り床がみられた。貼り床は、地山細粒を含

むにぷい黄褐色シJレ卜で行なわれており 、厚さは約4cmである。床面は平坦でほぼ水平でみる。

カマドは検出できなかったが、東端のほぼ中央部の床面上に炭化物が約1cmのj享さで堆積して

いるのがみられた。もしカマドが付設されていたとすれば、この周辺にあった可能性が強い。

周溝は、破壊されている束辺を除き各辺を連続して巡っている。幅は7-17側、深さ 2-10cm 

で、断面形はゆるやかなU字形を呈している。周溝埋土は、やや粘性のある灰賞褐色シルトで

均質である。柱穴は検出できなかった。住居内埋土は大きく 2層に分けられるが、いずれも砂

質シJレトを主体としてよくしまっており、地山粒やマンガン粒を含んでいる。西側から順に堆

積していった状況を呈しており、自然に埋没したものと考えられる。遺物は、土師器杯 ・費、

須恵器杯 ・盤、 「円形の小石」等が出土しでいる。よ器類は少なく 、すべて堆積層の上層より

出土している。摩滅して調携など不明なものが多いが、土師器杯の中lニは、調整にロクロを使

用していないものがl点出土している。 r円形の小石」は貼り床中から出土したもので、住居

跡のほぼ中央部の狭い範囲から集中して出土している。 17点出土しており、白色のものが7点、

黒色のものが10点ある。形態は歪んでいるがほぼ円形を呈し、大きさは径1.2-1.8cmである。

表面には加工痕など一切みられず自然石と考えられる。このような小石を碁石として報告して

いるものがあるが、確実に恭石とされているものと比較した場合、形状、大きさに統一性がな

く、自然石のままであることを考えるならば、住居の構築に際して行なった何らかの祭杷に関

する遺物として把えておきたい。

(4)溝跡

5001溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。 S002溝跡と重複関係にあり、これより新し

い。方向は、発掘基準線に対して北で約18度東に偏している。長さは 5.5mで、上!幅約30師、

深さ 6cmを計る。出土遺物には、土師器杯、須恵器杯、がある。

5002溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。重被関係から SO01溝跡より古く、 S010・13

溝跡より新しい。方向は、発掘基準線に対して北で約57度束に偏している。確認できる長さは9.

5mで、上幅約7伽n、下幅約20師、深さ約20仰を計る。底面は丸底気味で、壁はゆるやかに開

土層観察表 (第9図中)

府位土色 偏 考麻{立 ょt 色 fa 有

凹区 At・08-10グリット ~E1側セクション (E-ε') 11 s区 Aq-As-50グリット南北七7ション(C-G')

l にぷい賓待色(711500.5YYBYGRRRM3%M 4) } ) ブロッ7を$1量に含む I a I :/J~ I品 色 lOYR%) 媛土2 灰 色(7.5YRJ{)1 IIlb 灰黄色 10YRM) 。
3 にぷい貧怨色(lOYRY.)I J世1I1プロッ夕、炭化物を若干含む 2 a 灰 色 5YRRY%PFPd d f ) 粘土 1811<倒耕作土
4 a 脊灰色( 砂質 2 b 灰白色 5CYJ{) φ 旧水Ifl床土
4 b I " 砂 3 I ~草壁紘j 色 10YR，%') 地山プロックを含む
5 φ 給よn池山プロフクを少怠含む 4 斌 摘。 色(lOYR%)
6 潟 灰 色 (7.5YRX) マンガン位を.J~:宮む、土器小片も古む 5 にぷい澱燈色(lOYRM) 明俗色の総子を合む
7 灰 白 色 (2.5Y) ・ 遺績を者干含む 6 黄 泌 色 (lOYRX) 策色・時H日色の絵チを含む
8 明緑灰色(lOC){) I!t:Gの漏移層
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〈。埋土は、地山粒を含むシルトである。出土遺物には、土師器杯 ・費、須恵器杯・型、赤焼

き土器杯、車務自陶器、円面硯がある。

5003溝跡東側傾斜面の第E層上で検出した。南北方向に延びる溝跡であるが、南壁近く

で東へ琴曲する。 S005-08溝跡と重複関係にあり、これらより新しい。確認できる長さは8.

5mで、上幅30-50cm、下幅10-30cm、深さ約10cmを計る。断面形は舟底形を呈する。出土遺

物には、土師器杯・聾、須恵器杯、赤焼き土器杯・高台付杯、平瓦がある。

5004溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。重視関係から SK05土拡より古く、 S012溝

跡より新しい。方向は、東西の発掘基準線にほぼ一致する。形態は、 Au-12・13グリット内で

は中央付近でふくらみ、 20cm程一段深く掘り下げられている。確認できる長さは、 Au-10グリ

ット内の溝跡と同ーとみられることから11.5mである。上!幅約1m、下幅約30cm、深さ15-30

cmを計る。底面はほぼ平坦で、壁は外反しながらゆるやかに立ち上がる。埋土は3崩に大別さ

れ、下層カ旬P質シル卜で、その上層には粘性の強い土層が堆積している。出土遺物には、土師

器杯・高台付杯 ・費、須恵器杯 ・聾がある。

5005溝跡 東側傾斜面の第困層上で検出した。南北方向へ延び、北側で東へL字状に屈曲

する構跡である。重複関係から S003・08溝跡より古く、 SD06・07溝跡より新しい。確認で

きる長さは5.5mで、上幅50-90cm、下幅30-60cm、深さ約10cmを計る。底面は平坦に近く、

壁は丸昧をもって立ち上がる。出土遺物には、土師器杯・高台付杯 ・護、須恵器杯・聾 ・査、

赤焼き土器杯・高台付杯、平瓦がある。

5006溝跡 東側傾斜面の第百層上で検出した。南北方向へ延び、西側で東へ屈曲する講跡

である。重複関係から S003・05・08溝跡より古く、 S007溝跡より新しい。確認できる長さ

は6.5mで、上幅30-70師、下幅10-35師、深さ約20cmを計る。底面は、屈曲部より南側では

平坦に近く、壁は丸味をもって立ち上がる。一方、東側では幅がやや狭まり南墜に段を有する。

出土遺物には、土師器杯・高台付杯 ・饗、須恵器杯 ・盟、 平瓦がある。土師器、須恵器とも底

部が回転糸切り無調整の杯が出土している。

5002 5003 

←6.α)()m 
ト4.鎖)()m 司

滅多多

土層観察表
土色 f浦 事E

SD02 

1 11反骨量制色 (IOYR'i)I tt山プロ ッ7と炭化物を含む
2 1綱 灰 色(lOYR}{)1 t鹿山の貿綱色よを筏~に含む

地山総・品質化物・土器片を含む

5004 

←5.気)()m .... 

1: 色 1耐 ..， 

灰 色 (SYRM)I砂質マンガン継を合も・
灰 色 (SYRM)I・白色絵を合む

給土n.tt山総・マンガン伐を含む
砂貧. 

第10図 5002・03・04セクション図



5007溝跡 東側傾斜面の第N層上で検出した東西方向に湾曲気味に延びる溝跡である。S

003・05・06溝跡と重槙関係にあり、これらより古い。確認できる長さは 5.5mで、上幅50-

90cm、下幅30-6Ocm、深さ約10cmを計る。断面形は舟底形である。また、西端では平面形が不

整形に広がり、 土拡状の形態を呈する。埋土は褐灰色シルトからなり、特に土拡状の箇所で炭

化物や土器小片を多く含む。遺物はロクロ使用の土師器が主体を占め、内面にヘラミガキ ・黒

色処理を施し、底部が回転糸切り無調整の杯の出土が顕著である。他に土師器襲、須恵器杯・

譲 ・聾、 丸瓦が出土している。

5008溝跡 東側傾斜面の第四層上で検出した南北方向に延びる溝跡である。露複関係から

S003瀞跡より古く、 SO05-07溝跡より新しい。確認できる長さは 6.5mで、上幅35-50cm

下幅15-40cm、深さ約10cmを計る。底面は平坦に近く、壁はゆるやかに立ち上がる。出土遺物

には、土師器杯・饗、須恵鴇杯 ・聾・ 輩がある。

5009溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。 SO10溝跡と重複関係にあり、これより新し

い。方向li，発掘基準線に対して北で約20度東に偏している。長さは、南への延びが現代の溝

に壊されて不明であるが、その南側で確認できなかったことより3m以内におさまる小溝であ

る。上幅約60師、下幅約10cmを計る。出土遺物には、土師器杯 ・襲、 須恵器輩、瓦がある。

5010溝跡 平間面東側の地山上で検出した。S002・09溝跡と重複関係にあり、これらよ

り古い。方向は、発掘基準線に対して北で約20度東に偏している。確認できる長さは11.6mで、

上幅高守70cm、下幅約40師、深さ約10cmを計り、断面形は扇平なU字形である。埋土lま2層に大

別され、下層は上層より硬くしまりのある土層で、マンガン粒を多量に含む。出土遺物には、

S回5 5D06 5007 
←5.2∞m 4 ..... 5. 100m _. 

トー 5.鉛Om → 

参揚ゑZ ゑ物~
~，，/////////////，../// 

総裁
5010 5012 5014 
ト6.200m -1 ト5.900m -1 

帰りすぎ ト5.鈎Om 4 

易易後 物多多 物物媛 0 5伽n

土層観察表

~位 l 色 備 tr; 桝位| i: 色 備 tr; 

S 005 ~ I制灰色川Y附 |峰山総・縦ft削れ
~ Iω 妖 色色 {7.5YRh%}ll様化物と地111伎をを若干合む 2 I h両 101 色 (i.5VIUilll鹿1I1総量11<合ι-
2 I JIi ~ @. (7.5VR)i1 様化物と雄山代 表 F合む S 010 
S 006 llMM{7mk}|制マンカ 川 雄t峨古む
~ I制 灰色 t75YHM}|様化物告書〈会ι 2 制灰色 (75YR-'{1 給土nマンガンUf:.Utに含む
2 ，~丙 ~ 色 (7.5Ylt)i1縦化物とI邑IIIUをむ手合む S 0 12 
S 007 1 I ~ 灰 色(iOYRKI1マンガン代告書M:Iニ含む
1 I制 JIi 色 17.5YRKlll釦J.n.lJI!t拘・士窃ItをH脅む S 014 
S 008 !.....l州 刷版色 (7.5YRUII竺竺ガン伐を事l北tニ1H:

第11図 5005-08・10・12・14セクション図
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土師器杯 ・費があり、特に第12図8の饗lまロクロ未使用のもので、口縁部が外反し体部が外傾

する。器面調整は、口縁部外面がヨコナデ、体部がへラナデ、内面は摩滅しているが部分的に

ヘラミガキ ・黒色処理が認められる。

5011溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。 5012溝跡と重複関係にあり、これより新し

い。方向は、発掘基準線に対して東で約12度南に偏している。確認できる長さは1.9mで、上幅

約3伽n、深さ約5cmを計る。出土遺物はない。

5012溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。 5004・11溝跡と重複関係にあり、これらよ

り古い。方向は、発掘基準線に対して北で約23度東に偏している。確認できる長さは3.4mで、

上幅約50師、深さ約10cmを計る。埋土は、マンガン粒を多坑に含む硬い土層である。出土遺物

には、土師器杯・襲、須恵器杯 ・高台付杯がある。

5013溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。 5002・09滞跡と重複関係にあり、これらよ

~ E7~二 グモ官J
¥唇==-ー=

~7 そヌ
巨ヨ-----~ ~ 

、王Z V419 
二亡さヰ

。
I伽‘

Nc九 留別 ?ij形 遺 t樽 外面調 f藍 内面制緩 ロt量 底f華 SuE，Eetuf ， 首置 考

I t 飾器 杯 5007 ロクロナデ底$f'!l転糸切り ヘラミグキ '!l¥f!!処理 13.5 4.2 4.3 ヲE形
2 4砂 今 " ~ φ 4伊 14.3 5.8 4.3 b~;'官外l而へラ術rxきJ 
3 4シ ~ " 

4診 宅診 e診 13.9 6.2 4.4 
4 dシ 。 5006 @ 

" 
今 6.4 

5 4砂 " 5007 4歩 4砂 (15.0) 
6 。 望E " • ロクロナヂ (12.4) 
7 須忠告書

主ZEE 
.. 今 争 つまみ後3.2棚

8 土師i'.:t 5D 10 II~草 tlVヨコナデ{事$ヘラナヂ m減のとめ不明 (19.3) 
9 内面破 5001 ロタロナテ' ロクロナデ 脚怖に遜し
10 或司書き土器 f不 IJHt耳障 + 底宮古回転系切り φ 13.3 5.2 3.8 

第 12図 溝跡出土遺物



り古い、検出した範囲ではL字状を呈し、確認できる長さは3.0mで、上幅約30cm、深さ 6cm

を計る。出土遺物はない。

5014溝跡 平坦面東側の地山上で検出した。方向は、発掘基準線に対して北で約26度東に

偏している。確認できる長さは5.8mで、上l幅約50cm、下l幅約30cm、深さ約20仰を計る。底面

はやや丸昧を帯び、壁はゆるやかに内電しながら立ち上がる。埋土は、粘性に乏しいか瀬くし

まりのある土層である。出土遺物はない。

(現代の講跡)SD 07溝跡の北側に位置する。北西から南東方向へ延び、東側で北へ屈曲する

滞跡である。昭和初期に作られたもので、底面には多賀城廃寺跡より運んできたという須恵器

大型の破片や瓦が敷きつめられている。

(5)土拡

5K03土法 平坦面東側、 At-l0グリットの東壁付近の地山上で検出した。平面形は惰円形

、ミニク
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第 13園 出土遺物 (瓦)

o lOcm 
h・・a・・・・・・-園町副
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り新しい。平面形は不整長楕円形で、長軸3m、 カクラン

短軸O.9m、深さ10cmを計る。断面形は偏平

なU手・形で、底面はやや凹凸がある。出土遺

物はない。

SK06土拡 S 101住居跡の北西隅の床面

上で検出した土拡である。約半分は調査区外

へ延びるため全体の形状、規模lま不明である

が、調査部分についてみると、長軸1.45m、

短軸0.5m、深さ35cmを計る。埋土liS 101住

居跡の床を構築しているものと近似している。

この底面より土師器賓がl点つぶれた状態で

で、長軸約1m、短軸0.2m以上、 深さは5

mを計る。底面は平坦で、壁はゆるやかに立

ち上がる。埋土は、粘性に乏しい硬い明褐色

シルトである。出土遺物には、土師器杯 ・警

がある。

SK05土拡 平坦面東側の地山上で検出し

た土拡である。 SD04溝跡と重複し、これよ

SK03 F 
t-6.α)()m 

F
4
 

SK04 

ト5.5∞m → 

土層観察表

05伽n

出土した(第15図2)。調整にロクロを使用し

たものである。

なお、この他lこSK 01 .02・04土坊;がある。

これらの土拡からは、土師器や須恵器(第15

図 1)、砥石(第15図3-5)などとともに近

世以降の陶磁器類が出土している。 SK01土

地は隅丸方形を呈し、断面形は逆台形である。

施粕陶器皿(志野)が出土している。 SK02

土拡は長楕円形を呈し、長軸3.0m、短軸1.6

m、深さ約3恥mを計る。中央より南寄りに円形の落ち込みがある。施勅陶器の燈明皿や杯、血

層住 土 色 備 考

SKω 

① 明 1品灰色(7.5YR)イ)マンガン続を多縫に含む

SK似

にぷい賞俊色(7105YYRR3X4) 
2 a 明制灰色(7.5YRJ{)砂~地山プロ71を11々含む
2 b ~ . ~鹿山1'0 -/ 7 をやや多〈含む
2 c 灰 白

色(21N05YYYR)XX) ) 粘-土E地Z山プロ7'1を多iに含む2 d 灰 自 色(
3 a 灰 色( φ JII!山プロァクを含む
3 b • ~ " 
4 灰 色(5YM) 砂胤Uプロ'17を多鑑に含む
5 • -地山粧を含む
6 灰 白 色{2.5YYM)) 総土
7 灰 色(5 4砂 線分的にややグライit

第14図 SK03・04セクション図

類が出土している。 SK04土拡は略円形を呈する円筒状のものである。深さは2.5m以上を計

る。近世以降の陶磁器とともに中世の施柑陶器華瓶(瀬戸、図版18の5)がl点出土している。

SK04土拡は、その形態的特徴から索掘りの弁戸跡と考えられる。その他のものについては性

格不明である。

18 
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〈堆積層出土の進物〉

第I層からは、土師器(第16図2・3)、須恵器、赤焼き土器、緑糊陶器、瓦、近世以降の陶磁

器、金属製品(釘等)、石製品(砥石 ・硯)、木製品(櫛)が出土している。

第n-N層からは、土師器、須恵器、赤焼き土器、瓦が出土している。いずれも形態がわかる

ものは少なく、全体に摩滅したものが多い。以下、その概略を述べるが、器租によっては細片

のため記述できないものがある。

土師器には杯、高台付杯、輩、鉢の器種がある。杯はロクロ未使用のものが若干ある他は、

すべてロクロ使用のものである。第16図lはロクロ未使用のもので、体部からロ縁部が内管気

味に立ち上がり、底部は丸底状である。外面には段が巡り、対応する内面にもゆるい駿をもっ。

調整は外面が段から口縁部にかけてヨコナデ、内面はヘラミガキ ・晶色処理カ吻包されている。

ロク口調整のものは図示できないが、底部がすべて回転糸切り無調整のもので、内面にはへラ

19 
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ミガキ・黒色処理か鳴されている。要は、ロクロ未使用のものとロクロ使用のものがあり、後

者が多数を占める。図示できないが、ロクロ朱使用のものには、内外面ともへラミガキ ・黒色

処理したものがある。

須恵器には杯、高台付杯、蓋、饗、査の器種があるが、 全体の形態がわかるものはない。杯

は、底昔1Iの特徴から l、切り離し不明で手持ちへラケズリ調整のもの(l点)、2、回転へラ切

り無調整のもの(l点)、3、回転糸切り無調整のもの(5点)の3種類に分類される。蓋には、擬

宝琳形のつまみをもつもの(第16図4)と口縁部がほぼ直立して立ち上がり、天井部との境に

磁をもつもの(第16図5)がある。後者は、天弁音1Iをl且転へラケズリ調整している。第16図7

は小形の査で、顕部より上を欠損している。最大径は底部近くにあり、釣鐘形を呈する。

ぜ三時J
1ミイ

5 

7 とて二二コ 8 
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lOcm 0 1加n
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11 jニ白li紛 中不 Bc・22 日帰 mMI!iヨコナデ、 1事lWヘラケズリ ヘラミガキ・/.1.¥色処1盟 12.1 4.1 
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第16図 堆積土出土漬物

2. B地区

本地区は、調査対畿地域のほぼ中央にあたり、北側と東側を道路によって区画される平坦地

である。今回は遺構の所産確認を目的として、 7本のトレンチを設定して調査を行なった。遺

構の調査は、確認段階でとどめることを原則としたが、およその性格や年代をつかむため、 一

部掘り込み調査を行なったものもある。



〈地形と基本層位〉

各トレンチでの断面観察の結果、本地区の旧地形は現地形とはかなり異なった様相を呈して

いたことが判明した。まず東端部では、 A地区から続く岩盤面が地表からわずか20cm程の深さ

で観察できる。この岩盤面は、これより西側で北西方向に急激に落ち込み、沖積層の下に埋没

している。また、本地区の西半部は旧地形の北斜面を段状に整地して、近年まで水田として利

用していたことカ苛在認できた。現在は、その上に厚〈盛土が行なわれており、旧水田面までの

深さは一段高い南側で約O.8m、北側で 1.5mを計る。遺構は南半部において、旧表土及び旧

水田面から約10cm下の地山上で、検出した。この地山は、東側 (Aq'Ar-36グリット)が黄褐色

ローム層、西側 (Aq. Ar-29、Aq. Ar-32グリッ ト)が灰色シル卜質砂層である。北主幹部では

削平を受けているためか、遺構は石在認できなかった。

Ak.Aト36 Aq.Ar・36 Aq.Ar-32 0 3m 

土層観察表

If!u革 ー仁 色 li' 唱雪 MIJ主 土 色 縦 考

Ak. Aト36グリット(H-H') 2 a にぷい3(1刈色(lOYRX) 成土磁日正:t:f'tの織をti並に含む

1 I 1!l色(lOYRXlI J{よ 2 b 灰賃制色(lOYRMlI .. φ 

2 a 制 色(7O.5YYRRFd34) )織ニ1: i延灰~nの僚を.tillに含む
3 a 階級灰色(7.5CY}{)鮎よft IA水日1緋作土

2 b IIH 1I-J 色(lOYR，JilI " Itt l品色土をf~，疋i二智子会む 3 b にぷい貴~Ií.!色 (lOYR.Y. l φ i日戦時

2clll;'i1Ji 前色(2.5Y94} 0 •• 44灰民主治化f主Tの鎌を事録に:'1'む 4 I 1，砧 灰 色(10YRMl 織化S去を しもふり状に含む
3 a 以前例色(lOYRM) 旧安土 鉄ltlを含む SKOl 
3 b 13( 灰 色(2.5YK) φ 粘土'I't酸化鉄従を含ト
4 由1( 1I-J色(2.5Y y.) III 灰オリープ色(5YM) 地IUプロッタを合む

5 a に.. ;~\、3(1í.!色(10YR，li') 賞制色:1:を，t1況に若干含む
121 I o音灰宮町色(2.5YX) 池山却を通若干含む

5 b I !，氏球制色(lOYRMl φ 
13) 灰賞品U色(10YRXl 紗伐餓ftJ:止を含む

5 c 11M m 色(10YR}ilφ
(4) I 1M 灰 色(lOYRY.l 給上質

5 d I :U 肱i 色(10YRKlI • 
(5) I 1M 灰色(10YRM) 砂ft

6 にぷい/Jt色(2.5Y y.) 紘土n ・ (6)灰色(5Y)i') I Mt'l't 
171 オリープ撚色(5nO ・ 俗物遺体を含む

Aq. Ar-32グリット (1-1') 181灰色(5YKl ・
1 1m 色(10YR.Y.lI JA土 191 灰 色(7.5Y Y.l 紗償

第17図 B地区各グリット実測図

〈発見遺構と遺物〉

本地区で検出した遺構は、講跡3条、土拡3基、柱痕跡が認められる柱穴2個である。

SO 01溝跡は、 Aq-29とAq-32グリットで検出でき、東西方向に延びるものと考えられる。
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しかし、北側のプランを確認しておらず、また掘り込み調査を行なっていないことから詳細は

不明である。

SK01土拡は、Aq'Ar-32グリットに位置する。SD01溝跡と重複し、これより新しい。ほ

ぽ円形を呈する播鉢状

のもので、深さ約1m

を計る。形態や規模、

埋土の状況等から弁戸

跡である可能性が強

い。出土遺物には土師

器杯、須恵器聾があり、

他に頁岩製の二次加工

ある剥片が出土してい

る。

3. C地区

てこ〉
o 3伺

第18図 SK01出土遺物 (二次加工ある剥片)

本地区は、舌状に張り出した丘陵部の北斜面に位誼している。調査にあたっては、地形の状

況に応じて 2本の卜レンチを設定し、遺構の所在確認を行なった。確認後は、遺構の性格、規

模等を把握するため、 一部でトレンチの拡張を行なった。

〈地形と基本層位〉

本地区では、表土の下に近世以降の遺物を含む堆積層がみられ、東側トレンチでは、この層

を掘り込んだ溝やこれに伴なう段築などもみられる。この層の下は、すぐ地山とな っており、

竪穴住居跡や土桔の検出面となっている。また西側トレンチの緩い斜面には、傾斜に沿って不

整形の棒状の落ち込みがある。なお、地山は礎灰岩質の岩盤が露出している部分があるが、そ

の他の部分では黄禍色のローム層となっている。

〈発見遺構と遺物〉

5101竪穴住居跡 地山上で検出した住居跡である。削平か警しく、壁はわずかに4cm程残

存しているにすぎない。 S102住居跡と重複し、それより新しい。 全体を検出していないため

形態は明らかではないが、おそらく長方形を呈するものとみられる。規模は南辺が約3.4mで

あり、西辺は4.2m、東辺は2.4mまで検出している。南壁のやや西寄りにカマドが付設され

ており、袖の一部が残っている。東辺には幅約2.5cmの周溝が巡っている。造物は、土師器盤、

須恵器杯 ・饗等が出土している。

S I 02竪穴住居跡 地山上で検出した住居跡である。S1 01住居跡と重複し、それよりも古

い。形態、規模は不明であるが既に床面まで削平を受けており、残存状態は良くない。遺物は、



土師器杯、須恵器曹、赤焼き土器高台付杯(第20図1)、灰軸陶器椀

等が出土している。

地山上で検出した土拡である。一部調査区外へ延びSKOl土地

るが、平面形は南北に長い不整形である。規模は短軸1.25m、長軸は

2.5mまで検出した。遺物は、土師器杯 ・班、須恵器杯・聾・査、赤

焼き土器杯が上層より出土している。第20図31ま須恵器広口査であ

る。頭部の付け根に突帯を巡らしている。

第20図5は西側トレンチの湖犬の落ち込みよりn"土した赤焼き土
器の鉢である。埋土中にちらばっていたの

が1個体にまとまったものである。ロク

口調整され、内外面ともその痕跡を明瞭

にとどめているが、内面は比較的凹凸が

少ない。体部下端を部分的に手持ちへラ

ケズリしている。底部には回転糸切り痕

が残る。第20図4は須恵器長顕査である。

肩部に記号状のヘラ描きがみられる。ま

た、流紋岩製の二次加工ある剥片(第20

図7)とシルト岩製の砥石(第20図6)

がある。いずれも第E層より出土してい

る。
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第20図 C地区出土遺物

土品 と め

都市計画街路工事に伴なう調査は2ヶ年計画の予定で実施したものである。今回はその初年

度にあたり、調査はA地区の東側傾斜面と西側平坦面を中心に行なった。調査対象地域の西半

部にあたるB地区とC地区については、本年度は遺構の所在確認だけにとどめ、本格的な調査

は次年度に行なうこととした。ここでは、主にA地区における遺構の変遷と年代について検討

することにする。
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A地区で検出した遺構は、掘立柱建物跡1棟、柱列跡1条、竪穴住居跡2軒、溝跡14粂、土

拡6基、その他多数の小柱穴である。これらを検出面と重複関係からまとめると下衰のように

なる。

~ 地 山 箆到暗 第 田 層 第E層

SA01 

東側傾斜面
S801とS101→( S K 06) S007→SO侃 S005→S008 S003 、S102 
援なa布Ñ~ーとSのKO聞6は係t祖S師目42m制で1;'ゐIIhる.れるが

S013→S010→S002-S00l 、SO09 
西側平坦面 S012→S004→SK05 

SO 14、SOll
SK03 

東側傾斜面において地山上で検出した遺構は、掘立柱建物跡・柱列跡→竪穴住居跡の変遷を

追うことができる。いずれも出土遺物が僅少であるため、詳しい年代は決め難いものがある。

しかし、これらの遺構を直接覆っている第田層と第百層から赤焼き土器が出土していることから、

少なくとも竪穴住居跡については、 10世紀をその下限とみることができる(註4)。また、堆積

層を掘り込んでいる溝跡については、前述した理由により10世紀以降のものと考えられ、さら

に堆積層には中世以降の遺物をまったく含まないことから、およそ平安時代後半に位世づけら

れるものとみることができる。

西側平坦面において地山上で検出した遺構については、遺物の出土量が非常に少なく 年代決

定の資料に欠くが、ロクロ使用の土師器や赤焼き土器を出土している溝跡もあることから、およ

そ平安時代のものと考えておきたい。

B地区検出の遺構からは、ロクロ使用の土師器や須恵器等が出土しており、中世以降の遺物

はない。また、 C地区検出の竪穴住居跡と土拡の出土遺物には、ロクロ使用の土師器、須恵器、

赤焼き土器、灰粕陶器がある。これらの特徴から遺構は平安時代後学に位置づけられると忠われ

るが、一部の調査のため詳細は不明である。 B地区とC地区については、次年度に実施する本

調査の結果を待って細かな検討を行なうことにする。

(註)

柱l 加藤孝他「多賀城町高崎古代弁戸跡調書E概報J (1967) 

位2 多賀城市教育委員会、 「山王 ・同時遺跡発揚調査概報j t多賀城市文化財閥査報告容第2J島J (1981) 

悠3 多質成市、 「多賀械市史.第5巻:歴史資料2.第2i主考古資料J

位4 "畠減目黒・多賀械跡調査研究所「多賀樹';.政庁跡本文編j (1982)によれば須恵、系土器1;1:10世紀以降に出

反すると考えられている。本報告符で赤凝き土器としたものは、細邸で若干の遣いはあるが、この須怒系

よr.lと問機のものとみている。
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図脹1 調査区遭景(南東より) 図版2 A鰍区5002・10遺跡{商より)

図版3 A地区5002・10湾筋(北東より) 図版4 A地区ε003・05-08潟跡(北東より)

図版5 A地区 5101.5801・5A01(策より) 図版6 A地区5101・5801・5AOl(南西より)

国脹7 A地区 5101竪穴住居館(東より) 図版8 A地区5102竪穴住居跡(東より)



図版9 A地区5K06土滋(南より) 図版10 A地区5BOl建物跡柱穴半裁状況

図版11 A地区5004溝跡(東より) 図版12 A地区 5014~跡、 5K03土法(商より)

図版13 B地区Aq.Ar-判グリ ット(北より) 図版14 B地区Aq.Ar-36グリット(南より)

図版15 B地区5K01.:tニ悠(西より) 図版16 C地区5101・02検出状況{北より)
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